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“令和４年度通常総会”開催

令
和
４
年
度
千
葉
県
隊
友
会
役
員
等※：新任

令
和
４
年
度
千
葉
県
隊
友
会
通
常
総
会
を
四
月
十
三
日
に
千
葉
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
弁
天
町
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
会
長
以
下
県

本
部
二
十
一
名
、
各
支
部
長
二
十
四
名
、
支
部
会
員
二
十
名
、
合
わ
せ
て
六

十
五
名
が
出
席
さ
れ
た
。

国
歌
斉
唱
、
七
十
一
名
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
お
よ
び
会
長
挨
拶
に
続

き
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
安
房
支
部
の
三
好
支
部
長
の
議
事
進
行
に
基
づ
き
、

大
根
事
務
局
長
か
ら
令
和
三
年
度
事
業
計
画
・
決
算
報
告
お
よ
び
令
和
四
年

度
事
業
計
画
・
予
算
計
画
な
ど
五
個
議
案
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
に
よ
る
審

議
を
経
て
全
て
が
可
決
さ
れ
た
。

承
認
を
い
た
だ
い
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
会
員
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
を

得
て
令
和
四
年
度
隊
友
会
活
動
の
更
な
る
充
実
が
期
待
ま
れ
る
。

総
会
終
了
後
に
表
彰
式
を
行

い
、
隊
友
会
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
会
員
九
名
お
よ
び
一
個
支
部

に
神
原
会
長
か
ら
表
彰
状
を
授

与
し
た
。

個
人
表
彰

久
我

司

（
夷
隅
支
部
）

常
住
昌
秀

（
沼
南
支
部
）

山
下
道
雄
（
山
武
東
金
支
部
）

今
村
武
男

（
木
更
津
支
部
）

佐
々
木
英
明
（
木
更
津
支
部
）

佐
野

潮

（
木
更
津
支
部
）

森
崎
真
司

（
松
戸
支
部
）

永
戸
正
文

（
松
戸
支
部
）

支
部
表
彰

夷
隅
支
部

千
葉
県
隊
友
会
防
衛
講
演
会
に
参
議
院
議

員
の
宇
都
隆
史
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し

「
世
界
の
潮
流
を
見
据
え
た
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
」
と
題
し
て

講
演
を
賜
っ
た
。

講
演
会
に
は
、
総
会
参
加
者
の
他
、
在
葉
部

隊
指
揮
官
等
六
名
、
特
別
会
員
十
二
名
、
自

衛
隊
協
力
会
・
同
女
性
部
会
、
家
族
会
等
の

関
係
団
体
三
十
三
名
、
合
わ
せ
て
百
十
六
名

が
出
席
さ
れ
、
宇
都
議
員
の
幅
広
い
視
野
で

の
講
話
を
拝
聴
し
た
。

宇
都
議
員
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

千葉県隊友会事務局
事務所開所時間
月・水・金
10:00～15:00

隊
友
千
葉
だ
よ
り

講
師参

議
院
議
員

宇
都
隆
史
氏
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ま
た
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
が
続

く
な
ど
混
乱
し
た
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
隊
友
会
は
、
部
隊
等
と
の
連

携
の
更
な
る
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
充

実
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。一

昨
年
度
の
隊
友
会
へ
の
新
規
入
会
者
は
、
段

階
的
定
年
延
長
の
影
響
を
受
け
て
、
１
８
人
と
減

少
し
て
お
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
、
４
４
名

と
倍
増
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
３
年
前
の
令
和
元
年
度
の
入

会
者
人
数
ま
で
回
復
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
部

隊
に
か
な
り
の
偏
り
が
あ
り
こ
と
か
ら
、
本
年
度

は
、
改
め
て
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
に
は
な

り
ま
す
が
、
駐
屯
地
・
基
地
で
の
説
明
会
を
復
活

さ
せ
る
等
に
よ
り
、
勢
力
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
に
お
い
て
、
会
の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て

お
り
、
（
支
部
長
会
議
に
お
い
て
議
論
し
ま
し

た
）
会
員
内
の
交
流
強
化
、
後
継
者
の
育
成
、
支

部
活
動
の
活
性
化
な
ど
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
隊
友
会
全
体
に
係
る
「
永
遠
の
課

題
」
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
等
い
た
だ
き
な
が
ら
、
検
討
を
深
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
と
県
民
の
懸

け
橋
と
し
て
活
動
を
継
続
し
つ
つ
、
隊
友
会
に

入
っ
て
み
た
い
と
い
う
魅
力
化
と
会
員
自
身
が
入

会
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
充
実
感
が
味
わ
え
る
組

織
に
す
る
等
各
種
施
策
を
浸
透
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
も
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

“会 長”
年度初めの挨拶

令
和
４
年
度
千
葉
県
隊
友
会
始
動
！

４
月
１
３
日
（
水
）
、
令
和
４
年
度
通
常
総
会
を

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

年
度
初
め
の
慌
た
だ
し
い
時
期
で
あ
り
、
か
つ
、

コ
ロ
ナ
蔓
延
が
収
ま
ら
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
。

会
員
皆
さ
ま
の
参
集
を
得
て
、
総
会
を
実
施
で
き

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
前
年
度
（
令
和
３
年
度
）
の
隊
友
会
活
動

も
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
い
１
年
で
し
た
。

国
内
で
は
、
昨
年
７
月
２
３
日
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１
０
名
の
会
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
輸
送
）
支
援
）
が
始
ま
り
、
メ
ダ
ル

ラ
ッ
シ
ュ
で
う
れ
し
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
７
月
の
静
岡
県
熱
海
市
の
土
砂
災
害
、

２
月
１
３
日
の
福
島
沖
地
震
に
お
け
る
福
島
県
・
宮

城
県
の
震
度
６
強
の
ほ
か
、
各
地
で
地
震
が
多
発
し
、

災
害
が
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

国
外
で
は
、
２
月
２
４
日
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
事
侵
攻
が
始
ま
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
千
葉
県
隊
友
会
支
部
長※：新任■：副会長を兼務

千
葉
中
央

今
瀬

信
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）

千
葉
美
浜
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敏
明
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葉
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見
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井
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陸
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葉
緑

林

征
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郎
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市
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秋
重

親
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八
千
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日
野
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森
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市
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戸
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流
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田
坂

徹
夫

（陸
）

野
田

青
田

実

（空
）

柏

阿
比
留
義
顯

（海
）

沼
南

満
薗
哈
爾
男

（海
）

白
井

増
山

普
一

（陸
）

印
西

津
村

隆
尋

（陸
）

四
街
道

中
尾

英
夫

（陸
）

佐
倉

森
田

悦
朗

（陸
）

八
街

内
田

豊

（陸
）

成
田

石
橋

隆
夫

（海
）

香
取

石
川

芳
夫

（空
）

東
総

都
祭

広
一

（陸
）

山
武
東
金

若
梅

友
男

（陸
）

長
生(

兼

茂
原)

森
本

澄
男

（陸
）

夷
隅

高
橋

清
三

（陸
）

安
房

三
好

文
雄

（空
）

館
山

川
村

巖

（海
）

木
更
津

青
木

清
治

（空
）
■
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◆
沼

南

支

部
◆

沼
南
支
部
は
柏
市
と
の
合
併
（2

0
0
4

年3

月
）
前
、

1
9
9
9

年8
月
旧
沼
南
町
に
設
立
さ
れ2

3

年
経
過
、
私

は
四
代
目
の
支
部
長
で
す
。

会
員
は
、
支
部
発
足
時
と
大
き
な
変
動
も
な
く
１

０
０
名
強
を
堅
持
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
特
に

海
自
下
総
航
空
基
地
を
抱
え
海
自
出
身
会
員
が9

0

％

を
越
え
て
い
ま
す
。

近
郊
に
は
、
風
光
明
媚
な
手
賀
沼
湖
畔
や
近
年
開

発
が
進
ん
だ
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
新
興
住

宅
街
が
整
備
さ
れ
活
気
を
帯
び
て
い
ま
す
。

支
部
は
、
下
総
航
空
基
地
所
在
の
藤
ヶ
谷
地
区
、

大
津
ヶ
丘
・
塚
崎
団
地
地
区
、
高
柳
駅
近
郊
の
高
柳

地
区
、
新
興
住
宅
街
の
高
南
台
・
し
い
の
木
台
地
区

等1
1

分
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
分
会
は1

0

名
前
後
で
、
分
会
長
は
長
年
住
ん
で

お
り
顔
見
知
り
の
会
員
が
多
く
隊
友
紙
の
手
配
り
時
、

情
報
交
換
や
近
況
を
知
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

隊
友
紙
の
手
配
は
、
本
部
直
送
（4

名
）
を
除
き

ほ
ぼ1

0
0

％
で
す
。

支
部
活
動
は
、
本
部
企
画
の
慰
霊
顕
彰
（
護
国
神

社
奉
仕
・
基
地
慰
霊
碑
等
の
清
掃
等
）
に
積
極
的
に

参
加
す
る
と
と
も
に
、
柏
市
戦
没
者
慰
霊
祭
、
柏
市

戦
没
者
追
悼
式
等
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
支
部
総
会
時
の
講
演
会
や
懇
親
会
・
年4

回
の
会
員
と
の
懇
親
会
を
通
じ
会
員
の
融
和
と
意
思

疎
通
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

沼
南
支
部
が
第1

～1
4

回
大
会
を
連
続
し
て
き
た

「
手
賀
沼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
支
援
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

手
賀
沼
で
約
６
０
０
名
が
泳
ぐ
、
こ
の
光
景
を
誰

が
予
想
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
１
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

手
賀
大
橋
付
近
の
手
賀
沼
湖
畔
で
「
水
泳
１
５
０

０
メ
ー
ト
ル
」
「
自
転
車
４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
１
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
を
競
い
ま
す
。

今
大
会
も
「
よ
み
が
え
れ

手
賀
沼
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
令
和
元
年
８
月
１
８
日
（
日
）
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

沼
南
支
部
は
、
第
１
回
大
会
か
ら
支
援
に
当
た
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

今
回
も
満
薗
支
部
長
と
河
西
監
事
役
（
大
会
実
行

副
委
員
長
）
、
永
岡
理
事
役
、
小
渡
監
事
役
、
阿
比

留
柏
支
部
長
の
他
会
員
１
４
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

大
会
支
援
に
当
た
り
ま
し
た
。

早
朝
、
４
時
３
０
分
我
孫
子
市
役
所
駐
車
場
に
集

合
し
、
選
手
の
車
両
を
専
用
駐
車
場
へ
誘
導
を
皮
切

り
に
バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。
前

日
の
大
会
準
備
作
業
及
び
当
日
と
も
猛
暑
の
中
、
全

員
無
事
に
任
務
を
終
え
、
１
２
時
３
０
分
散
会
し
ま

し
た
。

手
賀
沼
は
、
千
葉
県
北
西
部
に
位
置
し
、
か
つ
て

は
鰻
、
鯉
、
鮒
、
わ
か
さ
ぎ

等
の
漁
業
の
宝
庫
と

し
て
、
ま
た
、
志
賀
直
哉
等
の
白
樺
派
の
文
人
が
手

賀
沼
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
居
を
構
え
創
作
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
首
都
近
郊
の
都

市
化
の
発
展
と
と
も
に
汚
染
さ
れ
、
全
国
湖
沼
ワ
ー

ス
ト
１
ま
で
汚
染
が
進
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
国
・

県
・
関
係
自
治
体
の
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
よ

り
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
開
催
で
き
る
環
境
に
改

善
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
大
会
の
開
催
は
、
手
賀
沼
の
更
な
る
水
質
浄
化

啓
発
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

残
念
な
が
ら
、2

年
前
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
早
期
終
息
し
通
常
の
支
部
活
動
ひ
い

て
は
、
私
た
ち
日
常
の
生
活
が
元
に
戻
る
こ
と
を
祈

念
し
て
い
ま
す
。

走路警戒要員白鳥の走路への侵入防止

手賀沼トライアストロン大会支援で活躍する沼南支部会員
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成
田
支
部
は
、
会
員
数
が
陸
三
十
八
名
、
海
二
十
七
名
、

空
八
名
の
総
員
七
十
三
名
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
も
年
々
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
年
代
別
に
は
、
二

十
台
か
ら
五
十
台
に
六
名
、
六
十
台
十
名
、
七
十
台
二
十

六
名
、
八
十
台
二
十
五
名
、
九
十
台
二
名
と
分
布
し
て
お

り
、
平
均
年
齢
は
七
十
三
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
各
会
員
の
隊
友
会
行

事
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
意
欲
は
と
て
も
高
く
、
非
常
に

積
極
的
で
あ
る
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な

拡
散
に
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
令
和
二
年
四
月
七
日
に

非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
以
後
「密
」と
な
る
よ
う
な

状
況
を
避
け
る
べ
く
、
隊
友
会
行
事
等
広
い
範
囲
で
そ
れ

ら
の
活
動
を
自
粛
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
成
田
支
部
で
は
、
現
在
に
お
い
て
も
会
員
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
図
る
た
め
隊
友
会
行
事
の

活
動
自
粛
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
過
去
に
お
け
る
活
動
状
況
の
一
部
に
つ
い
て
、
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【成
田
市
災
害
対
応
訓
練
へ
の
支
部
会
員
の
参
加
】

①
趣
旨
＝
成
田
市
災
害
対
策
本
部
が
実
施
す
る
「災
害

対
策
本
部
合
同
執
務
室
の
設
置
か
ら
災
害
対
応
ま
で

の
一
連
の
手
順
を
実
行
し
理
解
す
る
こ
と
で
、
災
害
に

対
す
る
庁
内
体
制
の
強
化
を
図
る
」訓
練
に
参
加
し
、

同
訓
練
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
進
行
す
る
よ
う
支
援
。

②
日
時
＝
平
成
三
十
年
十
一
月
八
日
一
三
時
～
一
六
時

③
場
所=

成
田
市
役
所
６
階
大
会
議
室

④
参
加
者=

成
田
支
部
会
員
８
名)

、
現
職
隊
員
７
名
）

⑤
支
援
内
容
＝
◎
成
田
空
港
直
下
の
大
規
模
地
震
が
発

生
し
た
想
定
で
、
地
震
発
生
直
後
、
地
震
発
生
約
６
時
間

後
に
お
け
る
災
害
対
策
本
部
活
動
に
関
す
る
状
況
付
与
及

び
付
与
に
対
す
る
処
置
に
関
す
る
指
導
助
言
、
◎
訓
練
中

に
お
け
る
課
題
・改
善
点
等
の
所
見
提
出

⑥
成
果
＝
第
１
回
災
害
対
策
本
部
合
同
執
務
室
想
定

対
応
訓
練
と
し
て
計
画
さ
れ
た
付
与
状
況
等
を
執
務

室
各
部
に
適
切
に
付
与
し
、
各
部
ご
と
に
対
応
処
置

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
合
同
執
務
室
業

務
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑦
所
見

隊
友
会
成
田
支
部
会
員
と
し
て
本
訓
練
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
あ
ら
た
め
て
災
害
発
生

時
の
対
応
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
と

も
に
成
田
市
役
所
職
員
の
災
害
へ
の
対
応
能
力
の
向
上

に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
次
回
同
様
訓
練
が
計
画
さ
れ
た
際
に
は
、
他

の
会
員
も
含
め
、
よ
り
多
く
の
会
員
に
よ
り
積
極
的
に

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見
え
た
暁

に
は
、
成
田
支
部
会
員
も
高
齢
化
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を

乗
り
越
え
、
２
年
余
り
の
活
動
の
空
白
を
埋
め
る
べ
く
、

隊
友
会
諸
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

成田市長挨拶

総務部危機管理課３名
陸上自衛隊第１空挺団７名
隊友会成田支部会員８名

『千
葉
だ
よ
り
』の
支
部
紹
介
の
予
定
は
、
次
の
通

り
で
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
、
お
待
ち
下
さ
い
。

◎
９
月
号
：
柏
支
部
、
長
生
・茂
原
支
部

◎
１
月
号
：
美
浜
支
部
、
四
街
道
支
部

◎
３
月
号
：
白
井
支
部
、
安
房
支
部

【
支
部
紹
介
記
事
の
掲
載
予
定
】

隊友会成田支部会員の紹介

「千葉だより」令和４年５月号編集担当

県本部理事役 藤田穣


